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ど
は
絶
対
に
な
か
っ
た
」
と

の
親
族
の
告
白
も
無
視
で
き

な
い
。
だ
が
、
不
敬
事
件
後

の
試
練
の
時
期
に
さ
ら
な
る

結
婚
が
あ
っ
た
と
す
る
研
究

者
も
い
る
の
で
、
こ
の
謎
を

も
解
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

「
東
北
か
西
南
か
」
で
は
、

内
村
は
「
驚
く
ほ
ど
烈
し

く
」
西
南
人
を
嫌
っ
た
が
、

札
幌
農
学
校
同
期
の
薩
摩
人

（
香
川
出
身
だ
が
）
岩
崎
行

親
と
の
友
情
を
一
生
保
っ
て

の
教
会
」
で
あ
っ
た
。
内
村

は
数
十
人
の
会
員
の
洗
礼
を

施
し
た
。
内
村
は
日
蓮
、
法

然
、
親
鸞
か
ら
も
学
ん
で
い

た
。
進
化
論
は
信
仰
の
躓
き

に
は
決
し
て
な
ら
ず
無
神
論

的
進
化
論
者
を
内
村
は
批
判

し
た
。
天
皇
制
度
自
体
に
対

し
て
は
、
「
明
白
な
否
定
は

見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
親
し
み

さ
え
表
白
し
て
い
る
」
。
こ

れ
は
賀
川
豊
彦
に
も
共
通
す

る
。

　

内
村
の
一
生
は
貧
し
く
な

く
、
晩
年
の
経
済
生
活
は

「
決
し
て
豊
か
と
は
言
え
な

い
に
せ
よ
、
安
定
し
た
も
の

で
あ
っ
た
」
。
内
村
の
最
後

は
、
「
本
人
の
意
思
を
く
ん

だ
尊
厳
死
で
あ
っ
た
」
。

　

聖
書
に
も
と
づ
く
「
知
」

と
「
信
」
を
判
断
基
準
に
し

て
苦
境
を
脱
し
、
人
間
関

係
、
他
者
と
の
関
係
、
社
会

問
題
、
そ
し
て
自
ら
の
人
生

を
切
り
開
い
た
の
が
内
村
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
本
書
が
提

示
す
る
内
村
の
実
像
で
あ

る
。
（
く
ろ
か
わ
・
と
も
ぶ

み
＝
中
央
学
院
大
学
現
代
教

養
学
部
教
授
・
宗
教
学
）

　

★
す
ず
き
・
の
り
ひ
さ
＝

立
教
大
学
名
誉
教
授
・
宗
教

学
・
宗
教
史
学
・
近
現
代
日

本
キ
リ
ス
ト
教
研
究
。
著
書

に
『
明
治
宗
教
思
潮
の
研

究
』
『
内
村
鑑
三
日
録
』
『
日

本
キ
リ
ス
ト
教
史
』
『
文
語

訳
聖
書
を
読
む
』
な
ど
。
内

村
鑑
三
研
究
と
日
本
語
聖
書

翻
訳
研
究
の
第
一
人
者
と
し

て
知
ら
れ
る
。

裏
に
、
内
村
は
「
無
博
士
無

学
士 

内
村
鑑
三
」
と
書

き
、
そ
の
後
肩
書
を
縦
線
で

消
し
て
い
る
。
確
か
に
、
内

村
の
ユ
ー
モ
ア
と
言
え
よ

う
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
謎

の
解
明
を
紹
介
す
る
。

　

最
も
大
き
な
謎
は
、
結
婚

破
綻
の
原
因
で
あ
る
。
最
近

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

「
新
渡
戸
稲
造
は
親
友
だ
っ

た
か
」
で
は
、
ク
ェ
ー
カ
ー

派
の
汎
神
論
的
な
傾
向
か
ら

内
村
は
「
新
渡
戸
の
神
観
念

が
内
在
的
で
あ
る
と
批
判
し

た
」
。
以
上
か
ら
、
人
間
関

係
に
お
い
て
内
村
は
「
和
し

て
同
ぜ
ず
」
を
貫
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

「
新
島
襄
か
ら
離
れ
た
わ

け
は
」
で
は
、
離
婚
問
題
に

始
ま
り
、
内
村
が
ハ
ー
ト
フ

ォ
ー
ド
神
学
校
を
中
退
し
、

妻
、
リ
デ
ル
、
ピ
ア
ソ
ン
、

フ
ィ
ン
チ
、
ワ
イ
ド
ナ
ー
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
紹
介
さ
れ
、

内
村
は
、
「
教
派
と
教
派
的

な
動
き
し
か
で
き
な
い
宣
教

師
を
嫌
っ
た
こ
と
だ
け
は
確

か
で
あ
る
」
と
著
者
は
結
論

す
る
。

　

内
村
は
他
教
会
と
も
関
係

を
も
ち
、
協
力
的
で
あ
り

「
対
抗
改
革
的
、
敵
対
的
な

性
質
で
は
な
か
っ
た
」。
内

村
に
と
っ
て
は
、
無
教
会
は

あ
く
ま
で
「
教
会
の
無
い
者

四六判・280頁・2970円

新教出版社

978-4-400-21341-3

TEL.03-3260-6148

聖
書
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づ
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黒

川
　

知

文

　

内
村
鑑
三
の
70
年
に
わ
た

る
生
涯
に
お
け
る
謎
を
解

き
、
内
村
の
実
像
に
接
近
す

る
試
み
が
本
書
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
幼
少
期
の
苦
境

に
あ
っ
て
「
金
、
親
、
家
の

無
い
者
」
を
読
者
と
し
た

『
無
教
会
』
を
発
刊
し
た
内

村
に
親
近
感
を
持
つ
。
「
貧
」

と
「
病
」
の
中
に
苦
学
し
て

大
学
院
で
宗
教
学
を
学
び
、

内
村
研
究
を
開
始
す
る
。

『
内
村
鑑
三
全
集
』
の
編
纂
、

貴
重
な
『
内
村
鑑
三
日
録
』

の
刊
行
等
、
内
村
研
究
の
第

一
人
者
と
し
て
、
90
歳
に
な

る
著
者
の
健
筆
は
全
く
衰
え

て
い
な
い
。
範
と
し
た
い
。

　

注
目
す
べ
き
は
史
料
で
あ

る
。
本
人
や
関
係
者
の
日

記
、
書
簡
等
の
「
エ
ゴ
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
」
だ
け
で
な
く
、

内
村
本
人
に
よ
る
揮
毫
や
書

籍
中
の
圏
点
、
傍
点
、
朱

線
、
書
き
込
み
ま
で
も
調
べ

上
げ
て
史
料
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
『
聖
書
を
読
ん
だ
30

人
』
に
駆
使
さ
れ
た
優
れ
た

方
法
で
あ
る
。
未
刊
原
稿
や

近
親
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査

も
史
料
と
さ
れ
、
内
村
の
人

間
性
に
ま
で
肉
薄
す
る
。
た

と
え
ば
、
志
賀
直
哉
と
矢
内

原
忠
雄
の
深
刻
な
人
生
相
談

に
対
し
て
は
、
「
困
っ
た
な

あ
」
「
そ
は
何
と
も
わ
か
ら

ず
」
と
内
村
は
曖
昧
に
答
え

た
。
同
窓
生
と
の
記
念
写
真

の
研
究
で
は
、
内
村
に
も
破

婚
の
原
因
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
が
、
著
者
は
「
男
女
間
の

問
題
に
は
正
解
は
な
い
」
と

し
、
事
実
関
係
を
述
べ
る
だ

け
に
と
ど
め
て
い
る
。
史
料

を
提
示
し
て
読
者
に
結
論
を

託
す
る
方
法
で
あ
る
。
破
婚

後
の
関
係
親
族
か
ら
の
著
者

宛
書
簡
や
近
親
者
の
言
説
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読

者
は
、
内
村
の
言
説
が
概
ね

正
し
か
っ
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
。
「
実
際
上
の
不
貞
な

日
本
人
の
歴
史
認
識
に
対
す
る
根
底
的
批
判

日
本
近
代
史
の
「
不
在
」
を
問
い
直
す
新
視
点

し
で
あ
る
。

　

著
者
は
考
察
対
象
を
、
甲

午
農
民
戦
争
、
日
露
戦
争
、

義
兵
戦
争
、
三
・
一
独
立
運

動
、
間
島
虐
殺
、
関
東
大
震

災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
に
し
ぼ

っ
て
、
日
本
が
朝
鮮
を
「
不

逞
鮮
人
」
「
暴
徒
」
と
し
て

支
配
し
て
い
く
淵
源
を
追
及

と
い
え
る
日
本
軍
司
令
官
レ

ベ
ル
で
半
世
紀
以
上
、
世
代

を
超
え
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

経
験
が
、
継
続
、
蓄
積
さ
れ

て
き
た
事
実
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
植
民
地
支
配
下
の

軍
事
暴
力
を
長
期
の
平
時
戦

時
連
続
し
た
も
の
と
み
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
表
面
と
し
て

の
文
治
（
親
日
派
育
成
）
、

裏
面
と
し
て
の
武
断
（
徹
底

弾
圧
）
を
不
即
不
離
の
連
続

す
る
植
民
地
戦
争
の
姿
と
し

て
捉
え
る
著
者
の
視
点
は
、

従
来
の
日
本
近
代
史
に
根
強

く
あ
っ
た
武
断
派
と
文
治
派

と
の
二
項
対
立
的
把
握
に
対

す
る
批
判
、
転
換
で
も
あ

る
。
後
者
で
は
、
下
士
・
兵

卒
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
経
験
が

示
さ
れ
、
朝
鮮
へ
の
派
兵
と

駐
屯
の
反
復
、
蓄
積
の
な
か

で
、
本
来
朝
鮮
民
衆
と
同
じ

立
場
に
立
ち
得
た
は
ず
の
小

い
く
転
向
過
程
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
こ
の
〝
民
度
〟

を
背
に
、『
河
北
新
報
』
は

「
韓
人
の
ア
バ
タ
顔
」
な
ど

蔑
視
丸
出
し
で
「
暴
徒
討

伐
」
を
報
道
し
、『
九
州
日

日
新
聞
』
社
説
は
、「
遅
鈍

蒙
昧
」
の
「
未
開
の
民
」
に

は
「
恩
威
」
に
よ
る
帰
順
は

不
可
能
ゆ
え
ひ
た
す
ら
「
大

威
圧
」
し
て
痛
み
を
感
じ
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
朝

鮮
人
蔑
視
に
も
と
づ
く
弾
圧

論
を
展
開
し
た
と
い
う
。

　

郷
土
部
隊
に
よ
る
朝
鮮
出

兵
と
駐
屯
は
、
半
世
紀
に
わ

た
る
反
復
継
続
に
よ
っ
て
、

日
本
社
会
の
な
か
に
朝
鮮
人

民
に
対
す
る
敵
意
と
憎
悪
を

蓄
積
し
た
。
関
東
大
震
災
時

の
在
日
朝
鮮
人
へ
の
「
殲

滅
」
「
連
座
」
の
虐
殺
も
ま

た
、
平
時
か
ら
朝
鮮
人
民
を

憎
悪
・
恐
怖
し
、「
兎
狩
り

作
農
や
人
力
車
夫
出
身
の
兵

士
が
支
配
者
の
朝
鮮
敵
視
・

蔑
視
を
内
面
化
し
、
「
日
本

人
（
…
）
が
見
れ
ば
馬
鹿
に

見
え
ま
す
」
と
優
越
意
識
と

差
別
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
て

　

本
書
は
、
日
本
の
歴
史
意

識
に
対
す
る
根
底
的
批
判
で

あ
る
。
日
本
で
対
ア
ジ
ア
戦

争
と
い
う
と
き
、
「
一
五
年

戦
争
」
と
考
え
る
の
が
定
説

だ
（
五
〇
年
戦
争
、
七
〇
年

戦
争
と
い
う
問
題
提
起
も
あ

っ
た
）
が
、
著
者
は
、
こ
れ

に
対
し
て
日
本
に
よ
る
朝
鮮

支
配
史
を
、
直
接
の
朝
鮮
植

民
地
支
配
た
る
「
日
帝
三
六

年
」
（
一
九
一
〇
～
四
五
年
）

だ
け
で
な
く
、
江
華
島
事
件

を
契
機
に
し
た
不
平
等
な
日

朝
修
好
条
規
、
日
清
・
日
露

戦
争
で
の
朝
鮮
へ
の
本
格
出

兵
＝
朝
鮮
征
服
戦
争
の
端
緒

―
―
と
い
う
前
史
、
敗
戦
後

の
朝
鮮
戦
争
特
需
を
テ
コ
に

し
た
「
復
興
」
、
朝
鮮
の
南

北
分
断
の
固
定
化
、
日
米
韓

軍
事
同
盟
に
よ
る
対
立
煽
動

―
―
と
い
う
後
史
を
含
む
一0

五
〇
年
戦
争

0

0

0

0

0

と
し
て
捉
え
直

す
こ
と
で
、
日
本
の
近
代
史

を
一
新
す
る
。
「
朝
鮮
植
民

地
戦
争
」
と
い
う
新
た
な
視

点
は
、
主
権
国
家
間
の
戦
闘

に
目
を
奪
わ
れ
て
き
た
従
来

の
戦
争
観
の
批
判
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
戦
争
認

識
に
対
す
る
根
本
的
問
い
直

の
如
く
」「
殲
滅
」
し
続
け

た
と
い
う
官
民
に
よ
る
一
連

の
朝
鮮
植
民
地
戦
争
経
験
の

蓄
積
の
延
長
上
で
必
然
的
に

繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る

（
自
警
団
の
八
百
屋
や
魚
屋

の
お
じ
さ
ん
た
ち
は
朝
鮮
植

民
地
戦
争
の
軍
歴
を
持
っ
て

い
た
）。

　

本
書
の
実
証
は
、
日
本
人

の
歴
史
意
識
を
朝
鮮
人
民
へ
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追
放
の
釜
ヶ
崎
日
雇
労
働
者

の
闘
い
は
、「
や
ら
れ
た
ら

や
り
か
え
せ
」
と
い
う
や
む

に
や
ま
れ
ぬ
人
間
宣
言
で
あ

り
、
主
人
公
た
る
誇
り
を
取

り
戻
す
決
起
だ
っ
た
。
し
か

し
、
直
接
の
交
渉
相
手
で
あ

る
手
配
師
・
人
夫
供
給
業
者

は
ほ
と
ん
ど
在
日
朝
鮮
人
で

あ
り
（
こ
こ
に
は
過
酷
な
歴

史
の
下
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
歴
史
が
あ
る
！
）、

労
働
者
が
彼
ら
を
資
本
家
の

手
先
と
し
て
糾
弾
す
る
の
で

は
な
く
、
朝
鮮
人
と
し
て
侮

蔑
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
身

の
階
級
を
裏
切
っ
た
こ
と

は
、
か
つ
て
小
作
農
出
身
の

日
本
兵
が
支
配
者
の
朝
鮮
敵

視
・
蔑
視
を
内
面
化
し
て
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
を
繰
り
返
し
た

こ
と
と
同
質
で
あ
っ
た
。
高

校
無
償
化
の
朝
鮮
学
校
排
除

か
ら
、
最
近
の
高
校
野
球
で

の
韓
国
系
学
校
に
対
す
る
ヘ

イ
ト
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
を

す
る
の
は
在
特
会
や
産
経
新

聞
に
限
ら
ず
、
隣
で
働
く
同

僚
、
隣
人
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
終
章
を
、
解
放

い
ま
だ
な
ら
ず
と
し
て
次
の

よ
う
に
締
め
く
く
る
。
朝
鮮

半
島
出
身
者
は
、
日
本
の
敗

戦
で
【「
不
逞
鮮
人
」
予
備

軍
と
し
て
の
不
信
の
眼
を
解

除
し
な
か
っ
た
日
本
の
植
民

地
支
配
か
ら
（
…
）「
解
放
」

さ
れ
る
は
ず
】
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、【
植
民
地
戦

争
の
遺
産
と
も
い
え
る
「
殲

滅
」
と
「
連
座
」
の
迫
害

が
、
解
放
後
の
南
朝
鮮
の
政

治
空
間
に
お
い
て
、
同
胞
の

韓
国
政
府
の
軍
隊
・
警
察
と

米
軍
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ

（
…
）
日
本
に
残
っ
た
在
日

朝
鮮
人
も
「
解
放
人
民
」
で

は
な
く
、「
三
国
人
」
と
い

う
新
た
な
差
別
語
に
よ
る
、

日
本
国
家
の
治
安
維
持
と
差

別
の
最
大
の
対
象
に
さ
れ
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
】
―
―
こ
の
批
判
の

刃
は
、
今
な
お
朝
鮮
人
に
対

し
て
〝「
不
逞
鮮
人
」
予
備

軍
と
し
て
の
不
信
の
眼
〟
を

持
っ
て
〝
日
本
国
家
の
治
安

維
持
と
差
別
の
最
大
の
対
象

に
〟
し
続
け
、「
朝
鮮
植
民

地
戦
争
」
の
歴
史
を
見
よ
う

と
し
な
い
私
た
ち
日
本
の
一

人
ひ
と
り
に
向
け
ら
れ
て
い

る
。
自
分
自
身
が
染
ま
っ
て

き
た
侵
略
者
の
思
想
と
歴
史

認
識
を
洗
い
流
す
こ
と
な
く

し
て
、
宗
主
国
日
本
人
民
の

自
由
は
な
い
。「
朝
鮮
植
民

地
戦
争
」
の
観
点
を
私
た
ち

自
身
の
も
の
と
し
、
日
本
人

民
の
歴
史
と
し
て
捉
え
直
す

必
要
が
あ
る
。

　

本
書
が
「
問
い
つ
づ
け
る

民
衆
史
」
と
い
う
新
シ
リ
ー

ズ
の
一
冊
目
で
あ
る
こ
と
を

特
記
し
て
お
く
。「
権
力
関

係
の
下
位
や
周
縁
に
位
置
す

る
人
び
と
に
着
目
し
な
け
れ

ば
（
…
）
暴
力
や
抑
圧
が
不

可
視
化
さ
れ
て
し
ま
う
。

（
…
）
民
衆
史
は
こ
の
不
可

視
性
を
克
服
す
る
う
え
で
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
」

（
刊
行
の
辞
）
と
い
う
志
を
、

歴
史
学
再
生
の
一
歩
と
し
て

注
視
し
た
い
。（
ま
え
だ
・

と
し
あ
き
＝
組
版
労
働
者
）

　

★
シ
ン
・
チ
ャ
ン
ウ
＝
法

政
大
学
社
会
学
部
教
授
・
朝

鮮
近
現
代
史
・
在
日
朝
鮮

史
。
著
書
に
『
植
民
地
朝
鮮

の
警
察
と
民
衆
社
会
』、
論

文
に
「
朝
鮮
「
暴
徒
」
像
の

形
成
」『
大
原
社
会
問
題
研

究
所
雑
誌
』
七
六
四
な
ど
。

前

田
　

年

昭

の
集
成
た
る
「
韓
国
（
朝

鮮
）
駐
箚
軍
・
朝
鮮
軍
司
令

官
、
参
謀
長
そ
の
他
各
司
令

官
経
歴
一
覧
」
（
表
７
）
、

「
日
本
陸
軍
師
団
と
歩
兵
連

隊
・
騎
兵
・
野
砲
兵
連
隊
の

植
民
地
戦
争
経
験
一
覧
」

（
表
８
）
は
、
司
令
官
、
下

士
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
歴
を
総
覧

し
て
、
宗
主
国
日
本
の
朝
鮮

植
民
地
戦
争
を
担
っ
た
者
は

誰
か
を
描
き
だ
し
た
。
前
者

で
は
、
日
本
国
家
そ
の
も
の

の
排
外
主
義
に

ま
み
れ
さ
せ
た

淵
源
と
し
て
、

朝
鮮
植
民
地
戦

争
と
い
う
準
戦

時
体
制
の
蓄
積

と
継
続
を
浮
き

彫
り
に
し
た
。

こ
の
戦
時
体
制
を
支
え
る
差

別
意
識
は
、
日
本
国
家
が
主

導
し
て
学
校
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
お
い
て
今
も
反
復
、
補

強
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
の

歴
史
的
な
蓄
積
は
、
日
本
国

家
の
み
な
ら
ず
、
日
本
人
一

人
ひ
と
り
の
日
常
の
歴
史
認

識
の
な
か
に
〝
嫌
韓
〟〝
反

中
〟
感
情
と
し
て
生
き
続
け

て
い
る
。

　

半
世
紀
前
、
鈴
木
組
闘
争

に
端
を
発
し
た
暴
力
手
配
師

レ
ン
フ
ィ
ル
ム
祭
自
体
が
僕

の
世
代
に
と
っ
て
は
と
て
も

意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

が
、
僕
は
こ
の
論
考
も
貴
重

に
感
じ
て
、
若
い
頃
、
繰
り

返
し
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
蓮
實
さ
ん
が
書
か
れ

て
い
る
通
り
、
一
九
三
五
年

か
ら
六
〇
年
代
初
め
ま
で
、

ソ
連
映
画
は
極
め
て
厳
し
い

時
代
を
経
験
し
ま
し
た
。
と

は
い
え
、
そ
れ
で
も
や
は

り
、
探
せ
ば
面
白
い
映
画
が

あ
る
と
、
僕
は
信
じ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
英
語
題
も

フ
ラ
ン
ス
語
題
も
一
つ
に
定

ま
っ
て
い
な
い
作
品
で
す

が
、
ボ
リ
ス
・
バ
ル
ネ
ッ
ト

の
一
九
四
五
年
の
『
あ
る

夜
』
は
傑
作
で
す
。
飛
行
機

が
ド
イ
ツ
軍
占
領
下
の
ロ
シ

ア
の
村
に
墜
落
し
て
、
生
き

延
び
た
兵
士
た
ち
が
あ
る
娘

に
匿
わ
れ
る
と
い
う
話
で

す
。
こ
の
娘
を
演
じ
る
イ
リ

ー
ナ
・
ラ
ド
チ
ェ
ン
コ
が
素

晴
ら
し
く
、
何
度
も
挿
入
さ

れ
る
彼
女
の
顔
の
ク
ロ
ー
ス

ば
、
一
九
三
七
年
の
『
十
三

人
』
は
、
フ
ォ
ー
ド
の
『
肉

弾
鬼
中
隊
』
に
影
響
さ
れ
て

撮
ら
れ
た
映
画
で
す
。
さ
ら

に
『
十
三
人
』
に
影
響
さ
れ

て
、
ゾ
ル
タ
ン
・
コ
ル
ダ
の

『
サ
ハ
ラ
戦
車
隊
』
が
撮
ら

れ
ま
し
た
。
四
五
年
の
『
人

間
二
一
七
番
』
と
五
六
年
の

『
ダ
ン
ト
通
り
の
殺
人
』
も

な
か
な
か
で
す
。
ど
ち
ら
も

反
ナ
チ
ス
映
画
で
、
後
者
は

戦
時
下
の
フ
ラ
ン
ス
を
舞
台

と
す
る
、
ロ
シ
ア
人
が
一
人

も
登
場
し
な
い
珍
し
い
ソ
連

映
画
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
マ
チ
ュ
レ

も
素
晴
ら
し
く
、
三
九
年
の

ス
パ
イ
映
画
、『
コ
ー
チ
ン

技
師
の
過
ち
』
は
名
作
で

す
。
飛
行
機
の
設
計
図
を
求

め
て
、
ス
パ
イ
が
技
師
の
部

屋
に
忍
び
込
む
場
面
が
本
当

に
い
い
。
三
二
年
の
処
女
作

『
労
働
と
人
間
』
か
ら
し
て

す
で
に
面
白
か
っ
た
で
す

し
。
ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
ユ
ー
リ
ー

・
ラ
イ
ズ
マ
ン
の
四
二
年
の

『
マ
シ
ェ
ン
カ
』
が
か
な
り

素
晴
ら
し
い
で
す
。

　

蓮
實　

『
マ
シ
ェ
ン
カ
』

は
い
い
作
品
で
す
。

　

伊
藤　

あ
あ
、
よ
か
っ

た
。
嬉
し
い
で
す
。
電
信
技

師
の
マ
シ
ェ
ン
カ
と
い
う
女

性
と
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
ラ

ブ
ロ
マ
ン
ス
な
ん
で
す
が
、

マ
シ
ェ
ン
カ
が
夜
道
で
タ
ク

シ
ー
を
拾
っ
て
二
人
が
出
会

ア
ッ
プ
が
と
て
も
い
い
ん
で

す
。
階
段
を
昇
り
つ
め
た
て

っ
ぺ
ん
に
屋
根
裏
部
屋
が
あ

っ
て
、
白
い
洗
濯
物
が
干
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
こ

に
兵
士
た
ち
が
隠
れ
る
ん
で

す
ね
。
兵
士
の
う
め
き
声
が

聞
こ
え
な
い
よ
う
に
、
娘
が

大
声
で
歌
う
場
面
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

蓮
實　

そ
う
。
そ
う
で
し

た
ね
。

　

伊
藤　

バ
ル
ネ
ッ
ト
の
作

品
で
は
、
一
九
四
二
年
に
撮

ら
れ
た
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
人

び
と
』
も
か
な
り
い
い
で
す

ね
。
映
画
の
冒
頭
で
、
フ
ラ

ン
ス
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
空

か
ら
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
落
下

し
て
く
る
の
を
、
若
い
女
性

が
森
の
中
か
ら
見
上
げ
て
い

て
、
落
下
地
点
で
二
人
が
出

会
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
こ

と
が
、
何
で
こ
ん
な
に
面
白

く
な
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
撮

ら
れ
方
を
し
て
い
て
、
そ
の

場
面
が
強
く
記
憶
に
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。

　

蓮
實　

そ
う
い
う
も
の
が

記
憶
に
焼
き
付
く
と
い
う
の

は
、
や
は
り
シ
ョ
ッ
ト
の
力

で
し
ょ
う
？

　

伊
藤　

ま
さ
に
そ
の
通
り

で
す
ね
。
蓮
實
さ
ん
は
ま

た
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ロ
ン
ム
の

『
一
年
の
九
日
』（
一
九
六
二

年
）
を
「
真
の
意
味
で
重
要

な
作
品
」
と
見
做
し
て
い
ま

す
。
ロ
ン
ム
は
他
の
作
品
も

面
白
い
で
す
ね
。
た
と
え

　
　
　

〈
２
面
よ
り
つ
づ
く
〉

　
　

蓮
實　

抽
象
性
と
も
違

う
。
透
明
性
と
も
違
う
そ
の

何
か
に
触
れ
る
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

伊
藤　

そ
れ
は
、『
海
賊

船
シ
ー
・
デ
ビ
ル
号
の
冒

険
』
の
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・
デ
・

カ
ー
ロ
み
た
い
な
感
じ
で
し

ょ
う
か
。

　

蓮
實　

そ
う
い
う
こ
と
で

す
。

　

伊
藤　

そ
う
い
う
レ
ベ
ル

で
な
ら
、
な
ん
と
な
く
わ
か

る
気
が
し
ま
す
。

　

蓮
實　

今
は
そ
こ
ま
で
し

か
言
え
ま
せ
ん
。

　

伊
藤　

も
の
す
ご
い
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
た
い
で
す
。
そ

れ
で
話
を
先
に
進
め
ま
す

と
、
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ

き
重
要
な
論
考
が
、「
署
名

の
変
貌
―
―
ソ
連
映
画
史
再

読
の
た
め
の
一
つ
の
視
角
」

で
す
。
こ
れ
は
、
レ
ン
フ
ィ

ル
ム
祭
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載

さ
れ
た
名
高
い
論
考
で
す
。

う
場
面
が
本
当
に
い
い
ん
で

す
。
後
半
の
戦
場
の
描
写
も

い
い
し
、
ラ
ス
ト
で
、
彼
女

の
帽
子
が
頭
か
ら
滑
り
落
ち

る
瞬
間
も
た
ま
り
ま
せ
ん
。

一
九
六
〇
年
代
に
目
を
向
け

る
と
、『
一
年
の
九
日
』
が

ソ
連
映
画
の
再
生
に
お
い
て

重
要
な
意
義
を
持
つ
と
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
映
画
の
公
開

と
同
じ
年
に
、
キ
ー
ラ
・
ム

ラ
ー
ト
ワ
が
当
時
の
夫
の
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ム
ラ
ー
ト

フ
と
共
同
で
撮
っ
た
、『
急

な
谷
間
で
』
と
い
う
五
〇
分

ほ
ど
の
瑞
々
し
い
作
品
も
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
オ
ル

ギ
ー
・
ダ
ネ
リ
ヤ
の
六
四
年

の
『
私
は
モ
ス
ク
ワ
を
歩

く
』
や
、
マ
ル
レ
ン
・
フ
ツ

ィ
エ
フ
の
六
七
年
の
『
夕
立

ち
』
あ
た
り
は
、
海
外
で
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

蓮
實　

ま
だ
観
た
こ
と
が

な
い
あ
の
時
代
の
優
れ
た
ロ

シ
ア
映
画
が
、
ま
だ
い
く
つ

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
伊
藤

さ
ん
の
よ
う
な
相
対
的
に
若

い
世
代
の
映
画
研
究
者
が
ど

ん
ど
ん
発
言
す
る
こ
と
で
、

そ
う
し
た
作
品
が
東
京
で
も

観
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
元
教
師
と
し
て
の
宿
題

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
の

で
（
笑
）、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
。

　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）

謎
解
き
内
村
鑑
三

北
越
学
館
教
頭
を
辞
職
し
た

こ
と
に
よ
り
「
両
者
の
関
係

は
ハ
ッ
キ
リ
切
れ
た
」
と
さ

れ
て
い
る
。
内
村
が
神
学
校

を
卒
業
し
て
「
同
志
社
で
教

鞭
を
と
り
、
自
分
（
新
島
）

の
後
継
を
も
期
待
し
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
推

論
は
十
分
納
得
で
き
る
。

　

「
日
本
語
を
知
ら
な
い
宣

教
師
が
何
万
人
来
よ
う
が
、

日
本
国
は
彼
等
に
依
て
教
化

さ
れ
な
い
。
畢
竟
す
る
に
宣

教
師
の
伝
道
は
一
種
の
道
楽

と
見
る
に
外
に
見
方
が
な

い
」
（
『
全
集
』
39/

２
１

８
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
内

村
は
宣
教
師
が
嫌
い
で
あ
っ

た
。
だ
が
内
村
が
信
頼
し
た

宣
教
師
と
し
て
、
ハ
リ
ス
夫

し
て
い
く
。
「
蓄
積
さ
れ
た

植
民
地
戦
争
経
験
」
（
三
・

四
章
）
で
は
、
植
民
地
支
配

下
、
非
対
称
的
戦
争
と
し
て

の
圧
倒
的
統
治
権
力
に
よ
る

暴
力
行
使
の
担
い
手
で
あ
っ

た
日
本
軍
の
人
脈
と
思
想
を

分
析
し
て
い
る
。
そ
の
圧
巻

鈴
木
　
範
久
著

内
村
鑑
三
問
答

愼
　
蒼
宇
著

朝
鮮
植
民
地
戦
争

甲
午
農
民
戦
争
か
ら
関
東
大
震
災
ま
で

シ
ョッ
ト
の
力

シ
ョッ
ト
の
力
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